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清野吉光氏のコラム

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950年  長野県四賀村生まれ、松本深志高校卒業。1968年上智大学外
国学部ロシア語科入学、1971年  中退。その後印刷関係など様々な職業
に従事。1976年清水市の日の丸交通入社。1980年静岡市内の事務機
器センターに入社。1982年システムオリジンを仲間と創業、専務取締役。
1992年代表取締役社長就任。2000年㈱タクシーサイト創立、現取締役
会長。2007年タクシーアシスト代表取締役社長に新任。現在に至る。

  
肥
後
の
地
か
ら

　

３
月
は
清
野
は
忙
し
か
っ
た
。

３
月
１
日
、
日
曜
日
だ
が
、
羽

田
か
ら
朝
早
く
、
鹿
児
島
空
港

に
飛
び
、
高
速
バ
ス
で
熊
本
県

の
人
吉
に
行
き
、
昨
年
に
続
き

肥
後
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
の
オ

フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
回
は
よ

り
広
く
参
加
を
募
り
た
く
、
オ

リ
ジ
ン
の
御
客
様
す
べ
て
に
御

案
内
を
出
し
、
参
加
を
募
っ
た
。

が
、
我
々
の
力
不
足
、
準
備
不

足
の
為
に
、
残
念
な
が
ら
40
名

程
の
参
加
者
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
肥
後
グ
ル
ー
プ
さ
ん
の

展
開
す
る
「
班
を
主
体
と
す
る

小
集
団
活
動
」
は
、
全
国
の
多

く
の
事
業
者
に
非
常
に
参
考
に

な
る
意
識
、
仕
組
み
、
運
営
方

法
な
の
で
、
是
非
共
多
く
の
事

業
者
に
知
っ
て
頂
き
、
参
考
に

し
て
貰
い
た
い
と
強
く
思
う
。

　

今
回
、
と
り
わ
け
肥
後
グ
ル

ー
プ
の
野
々
口
社
長
、
今
村
部

長
が
二
日
目
の
オ
フ
サ
イ
ト
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
に
、
今
回

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
者
向
け

に
、
２
時
間
の
質
問
会
の
場
を

設
け
て
下
さ
っ
た
。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
多
岐
に
渡
る
質
問
に
も
、

自
社
の
貴
重
な
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
惜
し
げ
も
無
く
、
真
摯
に
答

え
て
下
さ
り
、
参
加
者
に
と
っ

て
、
非
常
に
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。
単
に
肥
後
グ
ル
ー
プ
さ

ん
の
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
参
加
し
、
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
各
社
の
実
践
を
こ
う
し
た

質
問
会
の
場
で
相
互
交
流
で
き

れ
ば
、
も
っ
と
業
界
に
何
か
が

生
ま
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
明
治
維
新
へ
の
胎
動

が
薩
長
土
肥
か
ら
始
ま
っ
た
よ

う
に
、
タ
ク
シ
ー
業
界
の
新
し

い
胎
動
も
こ
の
肥
後
を
始
め
、

全
国
の
地
方
の
タ
ク
シ
ー
会
社

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

  

ロ
ン
ド
ン
の
地
か
ら

　

も
う
ひ
と
つ
３
月
は
、
清
野

に
と
っ
て
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
た
。「
第
９
回
チ
ー
ム
ネ
ク

ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
合
宿
ｉ
ｎ
ロ
ン

ド
ン
」
で
あ
り
、
３
月
８
日
か

ら
14
日
ま
で
７
日
間
に
渡
る
、

清
野
に
と
っ
て
は
初
め
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
初
め
て
の
ロ
ン
ド
ン

の
視
察
研
修
で
あ
っ
た
。
研
修

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

視
察
団
長
で
あ
っ
た
寺
前
秀
一

人
流
・
観
光
研
究
所
所
長
（
帝

京
平
成
大
学
観
光
経
営
学
科
学

科
長
）
の
ブ
ロ
グ
（http://

jinryu.jp/blog/

）
に
詳
し

い
。
ま
た
今
回
の
参
加
者
の

三
ヶ
森
タ
ク
シ
ー
の
貞
包
社

長
の
ブ
ロ
グ
（http://w

w
w
.

ainoritaxi.com
/new

s/

）
も

非
常
に
判
り
易
く
、
し
か
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
た
。
今
回
何
故
唐
突
に
チ
ー

ム
ネ
ク
ス
ト
の
海
外
研
修
を
ロ

ン
ド
ン
視
察
と
い
う
形
で
行
う

事
に
な
っ
た
の
か
？

　

寺
前
先
生
の
ブ
ロ
グ
に
あ
る

よ
う
に
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

た
東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

協
会
の
ロ
ン
ド
ン
視
察
に
、
そ

の
キ
ッ
カ
ケ
が
あ
っ
た
。
チ
ー

ム
ネ
ク
ス
ト
で
こ
の
ロ
ン
ド
ン

視
察
研
修
に
参
加
し
た
い
メ
ン

バ
ー
が
い
た
が
、
福
岡
の
事
業

者
と
い
う
事
も
あ
り
、
結
果
参

加
で
き
な
か
っ
た
。
で
は
チ
ー

ム
ネ
ク
ス
ト
で
行
き
ま
し
ょ
う

と
な
り
、
寺
前
先
生
に
研
修
の

企
画
と
視
察
団
長
を
お
願
い
し

た
。
結
果
ヘ
イ
ロ
ー
日
本
法
人

の
梅
澤
社
長
の
御
尽
力
も
あ
り
、

今
回
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容

の
視
察
研
修
が
で
き
た
。
と
り

わ
け
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
で
良

く
見
る
ダ
ウ
ニ
ン
グ
街
10
番
地

の
首
相
官
邸
の
中
に
入
り
、
首

相
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
の
御
話

を
聞
く
機
会
を
頂
い
た
り
、
ウ

エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
の
国

会
議
事
堂
に
入
り
、
そ
の
委
員

会
室
で
貴
族
院
議
員
の
Ｂ
ｏ
ｒ

ｗ
ｉ
ｃ
ｋ
氏
の
御
話
を
聞
け
た

り
で
、
通
常
の
観
光
や
研
修
で

は
な
か
な
か
入
れ
た
り
お
会
い

で
き
な
い
人
達
に
会
え
た
り
し

て
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
貰
え
た
。

  

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ヘ
イ
ロ
ー

　

ヘ
イ
ロ
ー
に
つ
い
て
の
考
察

は
、
寺
前
先
生
の
ブ
ロ
グ
「
ロ

ン
ド
ン
配
車
ア
プ
リ
調
査
③
ｈ

ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
見
学
」
に
詳
し
い
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が
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
ブ
ラ

ッ
ク
キ
ャ
ブ
内
で
の
普
及
、
使

い
勝
手
の
良
さ
は
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
１

８
世
紀
以
来
の
テ
ム
ズ
川
沿
い

の
一
等
地
に
建
つ
、
古
風
な
サ

マ
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
内
に
あ
る
ｈ

ａ
ｉ
ｌ
ｏ
本
社
の
70
人
に
及
ぶ

開
発
室
の
様
子
に
は
、
同
じ
ソ

フ
ト
ハ
ウ
ス
を
営
む
物
と
し
て

圧
倒
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
所
謂
人
種
的
多
様

性
に
も
驚
い
た
。
旧
イ
ギ
リ
ス

領
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
ア
ラ
ブ

系
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
東
洋
系
の

顔
立
ち
の
人
な
ど
、
多
様
な
人

達
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
か
っ

て
、
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
シ
ス
テ
ム

作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
。
全
世

界
20
カ
国
の
都
市
に
展
開
す
る
、

グ
ロ
ー
バ
ル
を
目
指
す
会
社
で

あ
る
事
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

ロ
ン
ド
ン
で
成
功
し
て
い
る
ｈ

ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
仕
組
み
も
日
本
で

の
普
及
は
、
正
直
苦
戦
し
て
い

る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
？
19
世

紀
に
書
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
小

説
で
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ

の
「
80
日
間
世
界
一
周
」
の
舞

台
と
な
っ
た
「
ザ
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ク
ラ
ブ
」
で
開
か
れ

た
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ロ
ナ

ル
ド
さ
ん
と
の
食
事
会
で
、
そ

の
点
を
率
直
に
お
聞
き
し
た
。

清
野
が
思
う
に
、
日
本
で
ヘ
イ

ロ
ー
が
普
及
す
る
た
め
に
は
二

つ
の
壁
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
一
つ
は
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ

ッ
ク
キ
ャ
ブ
は
個
人
タ
ク
シ
ー

で
あ
り
、
流
し
が
唯
一
で
き
る

タ
ク
シ
ー
だ
が
、
創
業
者
の
一

人
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ブ
の

ラ
ッ
セ
ル
さ
ん
も
行
っ
て
い
た

よ
う
に
、「
流
し
」
に
は
ど
う
し

て
も
効
率
の
悪
さ
が
存
在
す
る
。

そ
れ
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、

利
用
者
の
ス
マ
ホ
の
位
置
と
ブ

ラ
ッ
ク
キ
ャ
ブ
の
車
載
ス
マ
ホ

の
位
置
を
つ
な
ぐ
、
ブ
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ブ
全
体
の
最
適
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
効
果
的
な

仕
組
み
で
あ
る
。
し
か
し
日
本

の
場
合
、
タ
ク
シ
ー
は
基
本
的

に
法
人
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、

配
車
の
仕
組
み
を
持
っ
て
お
り
、

特
に
車
両
に
は
す
で
に
タ
ク
シ

ー
無
線
に
よ
る
Ａ
Ｖ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
を
搭
載
し
て
お
り
、
車
両
の

位
置
情
報
の
把
握
は
す
で
に
実

現
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
ｈ
ａ

ｉ
ｌ
ｏ
が
日
本
で
浸
透
す
る
に

は
、
既
存
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
―
Ａ
Ｖ
Ｍ

シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
が
で
き
、

な
お
か
つ
、
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
が
持

つ
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

用
、
す
な
わ
ち
海
外
の
55
万
に

い
る
と
い
う
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
ユ

ー
ザ
ー
が
来
日
し
た
折
に
、夫
々

の
国
の
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
ソ
フ
ト

を
そ
の
ま
ま
使
え
、
な
お
か
つ

決
済
が
可
能
と
い
う
利
便
性
を

活
か
す
事
が
一
番
の
貢
献
で
あ

り
、
切
り
口
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
と
提
案
（
？
）
し
た
。

事
実
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
日
本
語

の
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
の
ア
プ
リ
を
使

っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ブ
を
呼
び

（
地
図
ま
で
日
本
語
だ
！
）、
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
で
済
む
利
便
性

を
実
感
で
き
た
。

  

グ
ロ
ー
カ
ル
へ
の
挑
戦

　

タ
ク
シ
ー
は
基
本
的
な
ロ
ー

カ
ル
産
業
だ
が
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
始
め
、
海
外
か
ら
の

日
本
へ
の
観
光
客
が
飛
躍
的
に

増
え
て
行
く
事
が
予
想
さ
れ
る

局
面
で
、
こ
う
し
た
世
界
的
な

ス
マ
ホ
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
配

車
シ
ス
テ
ム
と
上
手
く
連
携
す

る
事
は
、
日
本
タ
ク
シ
ー
業
界

に
と
っ
て
も
必
要
な
選
択
肢
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

も
ち
ろ

ん
ウ
ー
バ
ー
な
ど
の
自
家
用
自

動
車
を
持
ち
込
む
事
に
つ
い
て

は
問
題
だ
が
、
一
方
で
利
用
者

の
、
と
り
わ
け
海
外
の
利
用
者

の
利
便
性
を
あ
げ
て
い
く
試
み

は
、
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
高
く

評
価
さ
れ
る
日
本
の
タ
ク
シ
ー

業
界
が
、
こ
う
し
た
面
で
も
利

便
性
を
提
供
し
て
行
く
事
が
で

き
れ
ば
、
訪
日
観
光
客
の
増
加

と
共
に
、
タ
ク
シ
ー
需
要
へ
の

取
り
込
み
も
十
分
可
能
だ
と
思

わ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
需
要

を
ロ
ー
カ
ル
な
仕
組
み
の
中
に

組
み
込
む
。
こ
の
よ
う
な
試
み

が
今
後
急
速
に
進
む
の
で
は
な

い
か
と
予
感
さ
せ
る
今
回
の
ロ

ン
ド
ン
視
察
研
修
で
あ
っ
た
。

（
２
０
１
５
年
３
月
22
日
記
）


